
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
制御手段と、レイアウトデータを記憶する記憶手段と、レイアウトデータを入力する入力
手段と、レイアウトデータを表示する表示手段と、レイアウトデータを製版出力する製版
出力手段とを有するデジタル製版システムにおいて、
前記制御手段は、選択手段を有し、前記記憶手段は、レイアウトデータを記憶するレイア
ウトデータメモリ領域と、レイアウトデータ毎に印刷方式を特定した印刷方式データを記
憶する印刷方式データメモリ領域を有し、前記選択手段は、前記入力手段から入力される
印刷方式データに基づいて、前記レイアウトデータメモリ領域からレイアウトデータを選
択し、前記製版出力手段は、前記選択手段により選択された前記レイアウトデータに基づ
いて製版出力することを特徴とするデジタル製版システム。
【請求項２】
請求項１記載のデジタル製版システムにおいて、
前記記憶手段は、さらに、レイアウトデータ毎にレイアウトデータが修正されたか否かを
識別する修正識別データを記憶する修正識別データメモリ領域を有し、前記選択手段は、
前記入力手段から入力される修正識別データに基づいて、前記レイアウトデータメモリ領
域からレイアウトデータを選択し、前記製版出力手段は、前記選択手段により選択された
前記レイアウトデータに基づいて製版出力することを特徴とするデジタル製版システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】

10

20

JP 3998834 B2 2007.10.31



【発明の属する技術分野】
本発明は、デジタル製版、特にデスクトップパブリッシング（ＤＴＰ）において、必要な
版だけを効率よく製版出力することのできるデジタル製版システムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、プラスチックカード、証券、包装等の印刷分野においては、製版原稿フィルムをコ
ンピュータを用いたレイアウト編集装置により編集した後に、製版出力装置により版を作
製出力するデスクトップパブリッシング（ＤＴＰ）システム等のデジタル製版システムが
利用されている。
これらのデジタル製版システムは、その印刷物により異なる種類の版式や特別の色のイン
キを使用する印刷物等、様々な条件の印刷物に用いる製版に使用されている。
【０００３】
これらＤＴＰシステム等のデジタル製版システム１の構成としては、例えば図１のブロッ
ク図、図３のシステム構成図に示すように、レイアウト編集を行う際に各種のデータを入
力するための入力手段２として、文字データを入力するキーボード入力装置２ａ、写真等
の画像データを入力するイメージスキャナー２ｂ、イラスト等の絵柄や図形等を作成して
入力するＣＡＤ（コンピュータ・エイディド・デザイン）２ｃ等が接続されていて、これ
らの各入力手段２からレイアウト編集装置１内に入力されたデータは、装置本体６内の制
御手段３を通して記憶手段４の記憶メモリにおいてそれぞれ別々の記憶領域に記憶される
ようになっている。
【０００４】
そして、上記の入力手段２から入力され記憶手段４に記憶された各データは、表示装置５
の表示画面に種々の画面レイアウトにより映し出すことができ、オペレーターは、この表
示画面を見ながら文書を移し代えたり、写真やイラスト等を適切な位置に挿入したりして
レイアウトの編集作業を行うことができる。
また、このように編集されたレイアウトデータを記憶する記憶手段４は、装置本体６内に
設けた内蔵の記憶手段を用いてもよいし、また外付けのハードディスクドライブ（ＨＤＤ
）等の記憶手段を用いて記憶させておいてもよいものである。
【０００５】
また、表示装置５の表示画面によりレイアウト編集した結果を、用紙上にプリント出力し
て確認することが可能なように、プリンタ出力手段７が装置本体６に接続されている。
このようにして、作成されたレイアウトデータは、装置本体６に接続されたＲＩＰ展開手
段８により、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）、および
指定された特色の各色別に画像データとして変換され、前記画像データを製版出力手段９
により製版を行うものである。
そして各色別に画像データに基づいて、プロセスカラーで４色、または特色を使用する場
合には多ければ１０色以上の版を作製することもある。
【０００６】
上記のようなデジタル製版システム１は、コンピュータにより制御されており、これらの
編集処理を効率よく行うために、専用のソフトウエアーを用いてコントロールを行なって
いる。
【０００７】
しかしながら、原版フィルムや刷版の出力を行う場合において、デジタル製版システム１
によって印刷内容である写真や文書等を含むドキュメントの一部分を修正した版だけを出
力したい場合や、オフセットやシルクスクリーン等の種々の印刷方式の中から特定の印刷
方式の版だけを選んで出力したい場合が生じた際にも、表示手段５の表示画面にそれぞれ
の印刷内容であるドキュメントのレイアウトを映し出して１つ１つ該当するものであるか
否かを確認した後、該当するレイアウトを選択して出力処理を行なわなければならず作業
効率も悪く面倒であった。
そして、上記の方法では、修正した特定の版だけを出力したい場合にもオペレーターに正
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確な指示を与えることが難しい場合もあり、そのためやむをえず全版を出力してその中か
ら必要な版を選択して使用するなどの無駄が生じていた。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、特に一度デジタル製版システムによって作成された印刷内容である写真や文書
等を含むドキュメントのレイアウトデータが記憶され、それらのレイアウトデータの中か
ら各々のレイアウトデータを用いて印刷される種々の印刷方式の中から、特定の印刷方式
の版を検索して抽出したい場合に、効率的に種々の印刷方式データに基づいて該当するレ
イアウトデータを検索して抽出することが可能なデジタル製版システムを提供するもので
ある。
また、上記印刷方式データに基づく検索処理に加え、レイアウトデータの少なくとも一部
分を修正した修正レイアウトデータを検索して抽出する場合に、効率よくこのデータを検
索して抽出し製版出力手段により版を作製出力することで処理時間の短縮を可能とし、そ
して作製出力する版の間違えの防止を図ることができるデスクトップパブリッシング（Ｄ
ＴＰ）等のデジタル製版システムを提案するものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上述の目的を達成するために、本発明のデジタル製版システムは、制御手段と、レイアウ
トデータを記憶する記憶手段と、レイアウトデータを入力する入力手段と、レイアウトデ
ータを表示する表示手段と、レイアウトデータを製版出力する製版出力手段とを有するデ
ジタル製版システムにおいて、
前記制御手段は選択手段を有し、前記記憶手段は、レイアウトデータを記憶するレイアウ
トデータメモリ領域と、レイアウトデータ毎に印刷方式を特定した印刷方式データを記憶
する印刷方式データメモリ領域を有し、前記選択手段は、前記入力手段から入力される印
刷方式データに基づいて、前記レイアウトデータメモリ領域からレイアウトデータを選択
し、前記製版出力手段は、前記選択手段により選択された前記レイアウトデータに基づい
て製版出力することを特徴とするものである。
【００１０】
また、本発明のデジタル製版システムは、前記の本発明のデジタル製版システムに加えて
、前記記憶手段は、さらに、レイアウトデータ毎にレイアウトデータが修正されたか否か
を識別する修正識別データを記憶する修正識別データメモリ領域を有し、前記選択手段は
、前記入力手段から入力される修正識別データに基づいて、前記レイアウトデータメモリ
領域からレイアウトデータを選択し、前記製版出力手段は、前記選択手段により選択され
た前記レイアウトデータに基づいて製版出力することを特徴とするものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を図面を用いて詳細に説明する。
図１は公知のデジタル製版システムのブロック図、図２は本発明のデジタル製版システム
における制御手段と記憶手段のブロック図、図３は公知のデジタル製版システムのシステ
ム構成図、図４，図５は本発明のデジタル製版システムを用いて製版処理を行う場合のフ
ローチャートである。
【００１２】
本発明のデジタル製版システムは、上記した従来のデジタル製版システム１とほぼ同様な
システム構成を有するものであるが、本発明における従来システムとの相違点としては、
図２に示すように、記憶手段４のメモリ領域に、１つのパラメータファイルの構成として
、初回に作成した修正前のレイアウトデータを記憶するレイアウトデータメモリ領域４ａ
と、レイアウトデータをその後修正した場合には修正後のレイアウトデータを記憶するレ
イアウトデータメモリ領域４ｂと、前記レイアウトデータを印刷する際に用いる印刷方式
のデータを記憶する印刷方式データメモリ領域４ｃと、前記レイアウトデータに関して修
正処理が行われたことがあるか否かの有無を識別できる修正識別データを記憶する修正識
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別データメモリ領域４ｄとからなるメモリ領域を設けたことである。
【００１３】
これらの各データを記憶するメモリ領域は、１つのレイアウトデータ毎に対応して、印刷
方式のデータと修正識別データとを記憶するメモリ領域を設けるものであり、印刷方式の
データまたは修正識別データとに基づいて検索処理を施したり、または印刷方式のデータ
に加えて修正識別データとに基づいて検索処理を施すことにより、レイアウトデータメモ
リ領域４ａ及び修正後のレイアウトデータメモリ領域４ｂに記憶されたレイアウトデータ
の中から、該当するレイアウトデータを抽出することができるようになっている。
【００１４】
尚、初回に作成したレイアウトデータを修正した場合に、修正後のレイアウトデータを初
回に作成したレイアウトデータのメモリ領域にそのまま更新して記憶させるようにしても
よいし、また初回に作成したレイアウトデータはそのままのメモリ領域に記憶させておき
、修正後のレイアウトデータを新たなメモリ領域に記憶させるようにしてもよいが、いず
れにしても修正されたレイアウトデータであるか否かを修正識別データにより識別するこ
とができるようにしておく必要がある。
【００１５】
そして、記憶手段４のメモリ領域に記憶された複数の修正前のレイアウトデータと、レイ
アウトデータをその後に修正した場合には修正後のレイアウトデータの中から、印刷方式
データに基づいて該当するレイアウトデータを検索し抽出したい場合には、キーボード２
ａの入力手段２から選択した印刷方式データを入力することで、この印刷方式データが記
憶された印刷方式データメモリ領域４ｃに該当するファイルのレイアウトデータメモリ領
域４ａと修正後のレイアウトデータメモリ領域４ｂとに記憶されたレイアウトデータが抽
出されるものである。
また、修正識別データに基づいて該当するレイアウトデータを検索し抽出したい場合には
、キーボード２ａの入力手段２から選択した修正識別データを入力することで、この修正
識別データが記憶された修正識別データメモリ領域４ｄに該当するファイルのレイアウト
データメモリ領域４ａと修正後のレイアウトデータメモリ領域４ｂとに記憶されたレイア
ウトデータが抽出されるものである。
【００１６】
また、同様に印刷方式データと修正識別データとの両方のデータに基づいて該当するレイ
アウトデータを検索し抽出したい場合には、キーボード２ａの入力手段２から選択した印
刷方式データと修正識別データとを順次入力することで、プログラムによりこの印刷方式
データと修正識別データの両方のデータが記憶された各々のメモリ領域４ｃ，４ｄに該当
するファイルのレイアウトデータメモリ領域４ａと修正後のレイアウトデータメモリ領域
４ｂとに記憶されたレイアウトデータが抽出されようにしてある。
【００１７】
【実施例】
以下、本発明のデジタル製版システムを用いた具体的な処理手順の一実施例について、図
４，図５のフローチャートに基づいて説明する。
尚、データ入力例としては、例えば版１～５までの５つの各々異なるレイアウトデータを
処理する場合の一実施例について説明する。
入力手段２によりレイアウトデータを順次入力して、例えば版１～５までの各々異なるレ
イアウトを作成する（Ｓ１）。
次に、各レイアウトデータについて、それらを使用する版の印刷方式データを入力する（
Ｓ２）。
データ入力例としては、例えば版１～３までをオフセット印刷、版４，５をシルクスクリ
ーン印刷として印刷方式データを入力する。
【００１８】
上記の各レイアウトデータに基づいてレイアウトデータの修正を行いたいレイアウトにつ
いては、レイアウトデータの修正を行う（Ｓ３）。
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そして、修正を行ったレイアウトデータについては、修正識別データとして修正の文字を
入力する（Ｓ４）。
データ入力例としては、例えば版１，３，４を修正したものとする。
上記のようにして、各レイアウトデータ、修正レイアウトデータ、印刷方式データ、修正
識別データの各データを入力することで入力処理が終了する。
【００１９】
次に、製版の出力処理を行う場合の一実施例を図５のフローチャートに基づいて説明する
。
まず、製版の出力を行いたい印刷方式を特定して、その印刷方式データを入力して検索処
理を行う（Ｓ５）。
例えば、印刷方式としてオフセット印刷とシルクスクリーン印刷について検索すると、版
１～５までが該当するために、版１～５までが検索されることになる。
次に、修正識別データから修正有りのデータを検索する（Ｓ６）。
版１～５まで内、修正有りのデータが記憶されているのは、版１，３，４の３種類であり
、この３種類が検索される。
【００２０】
そして、検索された修正レイアウトデータである版１，３，４の３種類のデータについて
、版１，３の出力データ１をオフセット製版出力手段へ、また版４の出力データ２をシル
クスクリーン製版出力手段へと各製版出力手段へ送る（Ｓ７）。
次に、各製版出力手段により製版が行われるものである（Ｓ８）。
上記のようにして、修正されたレイアウトデータについて、それぞれの印刷方式に該当す
るものを効率よく検索して、製版処理を行うことができるものである。
【００２１】
【発明の効果】
以上、詳細に説明したように、本発明のデジタル製版システムは、デジタル製版システム
によって作成され、記憶された印刷内容である写真や文書等を含むドキュメントのレイア
ウトデータの中から、各々のレイアウトデータを用いて印刷される印刷方式に基づいて、
特定の印刷方式の版を検索して抽出したい場合に、効率的にその印刷方式データにより該
当するレイアウトデータを検索して抽出することができるものである。
また、上記印刷方式データに基づく検索処理に加え、レイアウトデータの少なくとも一部
分を修正した修正レイアウトデータを検索して抽出したい場合にも、記憶手段に記憶され
た修正識別データに基づいて効率よく修正レイアウトデータを検索して抽出し、製版出力
手段により版を作製出力することで処理時間の短縮を図ることができると共に、作製出力
する版の間違えの防止効果も有するものである。
【００２２】
【図面の簡単な説明】
【図１】公知のデジタル製版システムのブロック図である。
【図２】本発明のデジタル製版システムにおける制御手段と記憶手段のブロック図である
。
【図３】公知のデジタル製版システムのシステム構成図である。
【図４】本発明のデジタル製版システムを用いて製版処理を行う場合のフローチャートで
ある。
【図５】本発明のデジタル製版システムを用いて製版処理を行う場合のフローチャートで
ある。
【符号の説明】
１　デジタル製版システム
２　入力手段
２ａ　キーボード入力手段
２ｂ　イメージスキャナー
２ｃ　ＣＡＤ
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３　制御手段
４　記憶手段
４ａ　レイアウトデータメモリ領域
４ｂ　修正後レイアウトデータメモリ領域
４ｃ　印刷方式データメモリ領域
４ｄ　修正識別データメモリ領域
５　表示手段
６　装置本体
７　プリンタ出力手段
８　ＲＩＰ展開手段
９　製版出力手段
１０　選択手段
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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